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2014年12月16日 改善が足踏みする「日銀短観」(日本) 
2014年12月15日 総選挙結果と市場動向 与党勝利で安倍政権長期化の可能性が高まる 

■前回消費“税”が3％から5％に引き上げられた1997年
には、“倒”という暗い世相を表す漢字が1位になりまし
た。今回“税”そのものが選ばれたことは、世相の明暗
としては中立的だったと言えそうです。 

■安倍内閣は、増“税”により財政の再建を図る一方、経
済政策の基本を3本の矢と表現し、大胆な金融政策、
機動的な財政政策、民間投資を喚起する成長戦略を
通じた経済の活性化に取り組んでいます。このアベノミ
クスは、一部で効果をあげているとの評価もあり、世相
の悪化を抑えたと考えられます。 

「今年の漢字」は“税” (日本) 

2014年12月18日 

「今年の漢字」は、公益財団法人日本漢字能力検定協会（以下、漢検）が毎年年末に発表するそ
の年の世相を表す一文字の漢字です。漢検が全国から候補を募集し、応募数1位の漢字を「漢字
の日（12月12日）」に京都の清水寺で発表します。1995年から続いており、社会、経済、政治などの
世相を振り返る年末の風物詩になっています。「今年の漢字」は、漢検の登録商標です。 
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安倍首相は2015年10月に予定していた消費“税”
の再増“税”を2017年4月に延期することを発表し
ており、それまでに景気を立て直すことが急務で
す。 

■再増“税”先送りで、景気の立て直しが急務 ■政権長期化により、アベノミクスの成功に期待 

“税”について考えさせられた年 
“税”は政財界で広く話題に 

世相の明暗としては中立的 
景気の好展が世相悪化に歯止め 

再増“税“の2017年4月までに効果発現に期待 

政府・与党連合は、こうした“税”を巡る方針も示し
た上で総選挙に臨み、全議席数の3分の2以上を
確保しました。今後は、政権の長期化でアベノミク
スによる成長戦略が成功し、景気が回復軌道に
乗ることが期待されます。 

■全国から167,613票の応募があり、8,679票を獲得した“税”が1位になりました。2014年4月に消費“税”
率が17年ぶりの引き上げで5％から8％に変更され、国民の生活に大きな影響を与えたことが背景です。 

■消費“税”率の引き上げ前には、日用品などの買いだめや、自動車や家電製品など高額商品の駆け
込み消費などが見られました。消費“税”率の引き上げ後には、反動で消費が落ち込んだほか、公共
交通機関や光熱費の上昇などにもつながり、家計の“税”負担が増しました。 

■また、“税”金の活用を決める国会議員や県議会議員の政治と金を巡る問題が頻発したこともあり、増
“税”による生活への影響とともに、“税”の使い道なども話題になったことも背景と見られます。 
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